
議案第１６６号 

さいたま市幼稚園型認定こども園、保育所型認定こども園及び地方裁量型認定

こども園の認定の要件を定める条例及びさいたま市幼保連携型認定こども園の

設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について

さいたま市幼稚園型認定こども園、保育所型認定こども園及び地方裁量型認定こど

も園の認定の要件を定める条例及びさいたま市幼保連携型認定こども園の設備及び運

営の基準に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。

令和元年１１月２７日提出

さいたま市長 清 水 勇 人

   さいたま市幼稚園型認定こども園、保育所型認定こども園及び地方裁量型認定

こども園の認定の要件を定める条例及びさいたま市幼保連携型認定こども園の

設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例

 （さいたま市幼稚園型認定こども園、保育所型認定こども園及び地方裁量型認定こ

ども園の認定の要件を定める条例の一部改正）

第１条 さいたま市幼稚園型認定こども園、保育所型認定こども園及び地方裁量型認

定こども園の認定の要件を定める条例（平成３０年さいたま市条例第２４号）の一

部を次のように改正する。

  次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

 改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。

 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を

当該改正後部分に改める。

 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。

 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。

改正後 改正前

 （施設設備の基準）  （施設設備の基準）

第６条 ［略］ 第６条 ［略］

２～６ ［略］ ２～６ ［略］

７ 第５項の規定にかかわらず、既存施設が保育所

型認定こども園及び地方裁量型認定こども園の認

定を受ける場合において、第３項ただし書の規定

により園舎を３階建て以上とする場合であって、

第２０条第１項において読み替えて準用するさい

たま市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関す

７ 第５項の規定にかかわらず、既存施設が保育所

型認定こども園及び地方裁量型認定こども園の認

定を受ける場合において、第３項ただし書の規定

により園舎を３階建て以上とする場合であって、

第２０条第１項において読み替えて準用するさい

たま市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関す



る条例第４４条第７号に掲げる要件を満たすとき

は、保育室等を３階以上の階に設けることができ

る。

る条例第４４条第７号イからクまでに掲げる要件

を満たすときは、保育室等を３階以上の階に設け

ることができる。

８～１３ ［略］ ８～１３ ［略］

 （さいたま市児童福祉施設の設備及び運営の基準

に関する条例の準用）

第２０条 さいたま市児童福祉施設の設備及び運営

の基準に関する条例第４条、第５条第１項、第２

項及び第４項、第６条、第１０条、第１１条、第

１４条（第４項ただし書を除く。）、第１９条、

第２０条第１項及び第３項、第４４条第７号並び

に第４８条の規定は、認定こども園について準用

する。この場合において、次の表の左欄に掲げる

同条例の規定中同表の中欄に掲げる字句は、それ

ぞれ同表の右欄に掲げる字句に読み替えるものと

する。

 （さいたま市児童福祉施設の設備及び運営の基準

に関する条例の準用）

第２０条 さいたま市児童福祉施設の設備及び運営

の基準に関する条例第４条、第５条第１項、第２

項及び第４項、第６条、第１０条、第１１条、第

１４条（第４項ただし書を除く。）、第１９条、

第２０条第１項及び第３項、第４４条第７号並び

に第４８条の規定は、認定こども園について準用

する。この場合において、次の表の左欄に掲げる

同条例の規定中同表の中欄に掲げる字句は、それ

ぞれ同表の右欄に掲げる字句に読み替えるものと

する。

 ［略］

第４４条

第７号ア

耐火建築物（建

築基準法（昭和

２５年法律第２

０１号）第２条

第９号の２に規

定する耐火建築

物をいう。以下

この号において

同じ。）又は準

耐火建築物（同

条第９号の３に

規定する準耐火

建築物をいい、

同号ロに該当す

るものを除く。

）（保育室等を

３階以上に設け

る建物にあって

は、耐火建築物

）

建築基準法（昭

和２５年法律第

２０１号）第２

条第９号の２に

規定する耐火建

築物（既存施設

（幼稚園、保育

所及び保育機能

施設をいう。）

が保育所型認定

こども園又は地

方裁量型認定こ

ども園の認定を

受ける場合にあ

っては、耐火建

築物又は準耐火

建築物（同条第

９号の３に規定

する準耐火建築

物をいい、同号

ロに該当するも

のを除く。））

（保育室等を３

階以上に設ける

建物にあっては、

耐火建築物）

 ［略］

 ［略］

第４４条

第７号ア

耐火建築物又は

同条第９号の３

に規定する準耐

火建築物（同号

ロに該当するも

のを除く。）

耐火建築物（既

存施設（幼稚園、

保育所及び保育

機能施設をいう。

）が保育所型認

定こども園又は

地方裁量型認定

こども園の認定

を受ける場合に

あっては、耐火

建築物又は同条

第９号の３に規

定する準耐火建

築物（同号ロに

該当するものを

除く。））

 ［略］

２ ［略］ ２ ［略］

 （さいたま市幼保連携型認定こども園の設備及び運営の基準に関する条例の一部改



正）

第２条 さいたま市幼保連携型認定こども園の設備及び運営の基準に関する条例（平

成２６年さいたま市条例第５１号）の一部を次のように改正する。

  次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

 改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。

 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を

当該改正後部分に改める。

 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。

 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。

改正後 改正前

 （園舎及び園庭）  （園舎及び園庭）

第６条 ［略］

２ ［略］

３ 乳児室、ほふく室、保育室、遊戯室又は便所（

以下この項及び次項において「保育室等」という。

 ）は、１階に設けるものとする。ただし、園舎が

第１５条第１項において読み替えて準用するさい

たま市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関す

る条例（平成２４年さいたま市条例第６６号）第

４４条第７号ア、イ及びカに掲げる要件を満たす

ときは保育室等を２階に、前項ただし書の規定に

より園舎を３階建て以上とする場合であって、第

１５条第１項において読み替えて準用する同条例

第４４条第７号に掲げる要件を満たすときは、保

育室等を３階以上の階に設けることができる。

４～７ ［略］

第６条 ［略］

２ ［略］

３ 乳児室、ほふく室、保育室、遊戯室又は便所（

以下この項及び次項において「保育室等」という。

 ）は、１階に設けるものとする。ただし、園舎が

第１５条第１項において読み替えて準用するさい

たま市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関す

る条例（平成２４年さいたま市条例第６６号）第

４４条第７号ア、イ及びカに掲げる要件を満たす

ときは保育室等を２階に、前項ただし書の規定に

より園舎を３階建て以上とする場合であって、第

１５条第１項において準用する同条例第４４条第

７号イからクまでに掲げる要件を満たすときは、

 保育室等を３階以上の階に設けることができる。

４～７ ［略］

 （さいたま市児童福祉施設の設備及び運営の基準

に関する条例の準用）

第１５条 さいたま市児童福祉施設の設備及び運営

の基準に関する条例第４条、第５条第１項、第２

項及び第４項、第６条、第８条、第１０条から第

１２条まで、第１４条（第４項ただし書を除く。

）、第１９条、第２０条第１項、第３項及び第４

項、第４４条第７号並びに第４８条の規定は、幼

保連携型認定こども園について準用する。この場

合において、次の表の左欄に掲げる同条例の規定

中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右

欄に掲げる字句に読み替えるものとする。

 （さいたま市児童福祉施設の設備及び運営の基準

に関する条例の準用）

第１５条 さいたま市児童福祉施設の設備及び運営

の基準に関する条例第４条、第５条第１項、第２

項及び第４項、第６条、第８条、第１０条から第

１２条まで、第１４条（第４項ただし書を除く。

）、第１９条、第２０条第１項、第３項及び第４

項、第４４条第７号並びに第４８条の規定は、幼

保連携型認定こども園について準用する。この場

合において、次の表の左欄に掲げる同条例の規定

中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右

欄に掲げる字句に読み替えるものとする。

 ［略］

第４４条

第７号ア

耐火建築物（建築基

準法（昭和２５年法

律第２０１号）第２

建築基準法

（昭和２５

年法律第２

 ［略］

第４４条

第７号ア

耐火建築物又は同条

第９号の３に規定す

る準耐火建築物（同

耐火建築物



条第９号の２に規定

する耐火建築物をい

う。以下この号にお

いて同じ。）又は準

耐火建築物（同条第

９号の３に規定する

準耐火建築物をいい、

同号ロに該当するも

のを除く。）（保育

室等を３階以上に設

ける建物にあっては、

耐火建築物）

０１号）第

２条第９号

の２に規定

する耐火建

築物

 ［略］

号ロに該当するもの

を除く。）

 ［略］

２ ［略］ ２ ［略］

   附 則    附 則 

１～３ ［略］ １～３ ［略］

 （幼保連携型認定こども園の職員配置に係る特例

）

 （幼保連携型認定こども園の職員配置に係る特例

）

４ 施行日から起算して１０年間は、副園長又は教

頭を置く幼保連携型認定こども園についての第５

条第３項の規定の適用については、同項の表備考

第１項中「かつ、」とあるのは、「又は」とする

ことができる。

４ 施行日から起算して５年間は、副園長又は教頭

を置く幼保連携型認定こども園についての第５条

第３項の規定の適用については、同項の表備考第

１項中「かつ、」とあるのは、「又は」とするこ

とができる。

５～７ ［略］ ５～７ ［略］

附 則

 この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条中附則第４項の改正は、令和

２年４月１日から施行する。


